
1．高画質化を実現した映像技術の進展

映像技術分野では，映像の高画質化を実現すべく，技
術開発が進み，撮像機器，表示機器，圧縮方式が発展し
てきた．高画質化は，空間解像度，時間解像度，色再現
性，画素値深度等の観点から検討が進められた．その結
果，次期放送方式では，8K，120 fps，10 bit/channel，
広色域再現のスペックを実現するに至った．二次元ディ
スプレイに表示する映像としては，一定の高画質化を実
現したと言える．
こうした高画質化に伴うデータ量の増大に対して，効

率的な蓄積・伝送に対応するために，映像符号化技術も
進展してきた．MPEG/VCEG に代表される標準方式で
は，H. 261 以来，動き補償予測と離散コサイン変換を
ベースとし，MPEG-2/H. 262，AVC/H. 264，HEVC/
H. 265 に至る過程を通して，着実な符号化効率の向上
と，拡張フォーマットへの対応を実現してきた．

2．臨場感の実現に向けて

前述の高画質化の取組みを通して，三次元空間の情報
を二次元に縮退したディスプレイ上では，臨場感の再現
に限界があることも分かってきた．つまり，前述の高画
質化の要素を，視覚の検知限界まで引き上げたとして
も，それだけでは，実物と区別の付かない映像を表示す
ることは困難である．このため，高臨場感を有する映像
の実現は，今後の重要な研究課題と考える．
高臨場感映像の実現に向けた方向性としては，二通り

に大別できると考えられる．一つは，映像信号を取得す
る立場での検討である．例えば，三次元空間の表現を目

指す検討として，幾何情報と属性情報を用いる Point
cloud，光線の集合を用いる light field 等がある．また，
Immersive media 技術は，映像の表現方法を根本から見
直し，高臨場感を目指す動きの総称として捉えられてい
る．いずれも，可能性を秘めた技術であり，今後の進展
に期待したい．
もう一つは，映像を生成する立場での検討である．昨

今の深層学習を中心とした機械学習の進展は，驚異的な
速度で進んでいる．将来的には高臨場感の映像の生成を
可能にする可能性もある．
上述のいずれの方向性をとるとしても，高臨場感の代

償として求められるデータ量の爆発的な増加に対応する
ためには，新しい映像信号に対応した符号化方式が必要
になると予想される．高臨場感を実現する映像信号は，
既存符号化技術が想定し得ない性質を持つ可能性が高
く，符号化効率向上のためのブレークスルーが必要にな
ると想定される．更に，映像の果たすべき役割が，時間
と空間を超えたコミュニケーションにおける視覚情報の
実現にあるとすれば，聴覚・嗅覚・味覚・感覚を表現す
る情報と連動した映像表現が重要となると考える．
今後，コミュニケーションに真の臨場感を与え得る映

像技術の実現が希求されていくことから，本会の果たす
べき役割は，ますます重要になっていくものと考える．
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